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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注入装置において、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、前記注射
器は、前記放出ノズルが前記ハウジング内に収容される後退位置と、前記放出ノズルが出
口孔を通って前記ハウジングから延びる延出位置との間で移動可能となっている、ハウジ
ングと、
　前記注射器をその後退位置から延出位置まで前進させ、かつ前記放出ノズルを通して注
射器の中身を放出するように、前記注射器に作用する、駆動装置と、
　前記注射器と共に前進する注射器キャリヤーと、
　前記注射器がその延出位置に到達すると前記注射器キャリヤーの前進を抑制する、抑制
構成要素と、
　前記注射器キャリヤーと前記抑制構成要素との間で作用する、制動要素と、
　を含み、
　前記注射器キャリヤーは、外径を有する円筒部分を含み、前記抑制構成要素は、内径を
有する円筒部分を含み、前記注射器キャリヤーの前記円筒部分の前記外径は、前記抑制構
成要素の前記円筒部分の前記内径よりも小さく、
　前記注射器キャリヤーは、前記抑制構成要素の前記内径よりも大きな外径を備えたフラ
ンジをさらに含み、
　前記制動要素は、前記注射器キャリヤーの前記フランジに配置されている、
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注入装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の注入装置において、
　前記抑制構成要素の位置は、前記ハウジングに対して固定されている、注入装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の注入装置において、
　前記抑制構成要素は、前記ハウジングと一体に形成されている、注入装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記注射器キャリヤーは、前記注射器と前記抑制構成要素との間の界面となる、注入装
置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記注射器は、前記注射器キャリヤーを前進させるように、前記注射器キャリヤーに作
用する、注入装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記注射器キャリヤーと前記抑制構成要素との相互作用は、前記注射器がその延出位置
を越えて前進することを抑制する、注入装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記抑制構成要素は、前記注射器がその延出位置に到達する際に前記注射器キャリヤー
の前進を抑制するように、前記注射器キャリヤーの前記フランジと相互作用する、注入装
置。
【請求項８】
　請求項７に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、前記抑制構成要素と前記注射器キャリヤーの前記フランジとの間に位
置付けられている、注入装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか1項に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、前記注射器キャリヤーと一体に形成されている、注入装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、形状が環状である、注入装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、熱可塑性エラストマーである、注入装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、Santoprene（登録商標）、Evoprene（登録商標）、もしくはポリウレ
タンから選択される、注入装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記注射器をその延出位置から後退位置まで付勢する手段、
　をさらに含む、注入装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の注入装置において、
　前記注射器キャリヤーは、前記注射器を付勢する前記手段を支える支持体を含む、注入
装置。
【請求項１５】
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　請求項１４に記載の注入装置において、
　前記注射器を付勢する前記手段は、前記抑制構成要素と前記注射器キャリヤーの前記フ
ランジとの間で作用する、注入装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の注入装置において、
　前記抑制構成要素は、前記付勢する手段により作用される、内径が減少した領域を有す
る、注入装置。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の注入装置において、
　前記抑制構成要素は、前記注射器キャリヤーを実質的に囲む、スリーブである、注入装
置。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は、注射器を受容し、注射器を延ばし、注射器の中身を放出し、その後、注射器
を自動的に後退させるタイプの注入装置に関する。
【０００２】
〔発明の背景〕
　先に知られている注入装置が、国際公開第９５／３５１２６号、および欧州特許出願公
開第０５１６４７３（Ａ）号に示されており、これらの注入装置は、駆動バネと、何らか
の形の解放機構であって、注射器の中身が放出されたと考えられたら駆動バネの影響から
注射器を解放して、戻しバネにより注射器が後退されることを可能にする、解放機構と、
を用いる傾向がある。
【０００３】
　このような装置の、バネで動作する機構に付随する高い衝撃力は、様々な構成要素の機
械故障をもたらす場合がある。これにより、装置が不適切に動作し、また、使用者は、投
与されるべき薬剤の正しい用量を受け取ることができないかもしれない。注射器自体は、
多くの場合、ガラスから製造され、それゆえ、注射器は、壊れやすく、破砕しがちである
。装置の操作中に注射器が破損する問題は、英国特許出願公開第２４１４４０１として公
開されている、同時係属の英国特許出願において論じられており、この特許出願は、参照
により全体として本明細書に組み込まれる。
【０００４】
　そのような装置はまた、多構成の駆動システム（multi-component drive system）の一
部として遅延機構を組み込んでおり、この遅延機構は、装置のハウジングから注射器を前
進させ、かつ注射器のストッパーの後部に力を加えることにより使用者の身体の中に注射
器の針を押し込む。この遅延機構は、ケース突端（case nose）および注射器キャリヤー
（syringe carrier）が接触する際に、ケース突端に対する注射器キャリヤーの急な減速
に起因する衝撃力の伝達により生じる脆性破壊により、発射サイクル中に機能しなくなる
場合がある。
【０００５】
〔発明の概要〕
　本発明の注入装置は、この問題および他の問題を克服するように設計されている。
【０００６】
　前述したことを考慮して、かつ本発明の第１の態様によると、注入装置が提供され、こ
の注入装置は、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、注射器は
、放出ノズルがハウジング内に収容される後退位置と、放出ノズルが出口孔を通ってハウ
ジングから延びる延出位置との間で移動可能となっている、ハウジングと、
　注射器をその後退位置から延出位置まで前進させ、かつ、放出ノズルを通して注射器の
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中身を放出するように、注射器に作用する、駆動装置と、
　注射器と共に前進する第１の構成要素と、
　注射器がその延出位置に到達すると第１の構成要素の前進を抑制する、第２の構成要素
と、
　第１の構成要素と第２の構成要素との間で作用する制動要素と、
　を含む。
【０００７】
　制動要素は、注射器がその延出位置に到達するときに第１および第２の構成要素が接触
させられる際の、第２の構成要素に対する第１の構成要素の急な減速に起因する、駆動装
置の構成要素への衝撃力の伝達を減少させるように、クッションとして役立つ。これによ
り、これらの構成要素における最大荷重が減少し、構成要素の破砕が防がれうる。制動要
素はまた、第１および第２の構成要素が接触するときに生じる、装置の使用者を悩ませて
いるかもしれないノイズを減少させ、かつ、装置の操作の際に使用者が受ける苦痛を軽減
する。
【０００８】
　本発明の実施形態では、第２の構成要素の位置は、ハウジングに対して固定されていて
よい。あるいは、第２の構成要素は、ハウジングと一体に形成されている。
【０００９】
　第１の構成要素は、注射器と第２の構成要素との間の界面となり、好ましくは、注射器
は、第１の構成要素を前進させるように、第１の構成要素に作用する。有利なことには、
第１の構成要素と第２の構成要素との相互作用は、注射器がその延出位置を越えて前進す
ることを抑制する。
【００１０】
　第１の構成要素は、外径を有する円筒部分を含むことができ、第２の構成要素は、内径
を有する円筒部分を含むことができ、第１の構成要素の円筒部分の外径は、第２の構成要
素の円筒部分の内径よりも小さい。好ましくは、第１の構成要素は、第２の構成要素の内
径よりも大きな外径を備えたフランジをさらに含む。第２の構成要素は、注射器がその延
出位置に到達する際の第１の構成要素の前進を抑制するように、第１の構成要素のフラン
ジに作用することができる。
【００１１】
　制動要素は、第２の構成要素と第１の構成要素のフランジとの間に位置付けられてよい
。代わりに、制動要素は、注射器の放出ノズルが通過する、第１の構成要素の端部に位置
してもよい。
【００１２】
　制動要素は、第１の構成要素、もしくは第２の構成要素と一体に形成されてよい。好ま
しくは、制動要素は、第１の構成要素と一体に形成される。これは、制動要素を第１の構
成要素に成型することにより達成されうる。
【００１３】
　制動要素は、形状が環状であってよく、Santoprene（登録商標）、Evoprene（登録商標
）、もしくはポリウレタンから選択されうる熱可塑性エラストマーであるのが好ましい。
最も好ましくは、制動要素は、Santoprene（登録商標）で作られる。
【００１４】
　注入装置は、注射器をその延出位置から後退位置まで付勢する手段と、注射器を付勢す
る手段を支える支持体と、をさらに含むことができる。好ましくは、注射器を付勢する手
段は、第２の構成要素と第１の構成要素のフランジとの間で作用する。第２の構成要素は
、付勢する手段により作用される、内径が減少した領域を有することができる。
【００１５】
　好ましくは、第１の構成要素は、注射器キャリヤーであり、第２の構成要素は、注射器
キャリヤーを実質的に囲むスリーブである。
【００１６】
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　本発明は、添付の図面を参照して、例として以下に説明される。
【００１７】
〔図面の詳細な説明〕
　図１～図４は、本発明の第１の実施形態による注入装置１１０を示す。注入装置１１０
は、ハウジング１１２の中に収容された注射器１１４を有する。注射器１１４は、針１１
８を含み、注射器キャリヤー１２２の中に入れられており、注射器キャリヤー１２２は、
部分的にスリーブ１２０の内側に位置している。
【００１８】
　注射器キャリヤー１２２は、注射器１１４の放出端部を支持する第１の端部１２３を有
する。注射器キャリヤー１２２の他方の端部には、フランジ１２４があり、フランジ１２
４に対して戻しバネ１２６が付勢される。戻しバネ１２６は、針１１８が孔１２８から延
びる延出位置から、針１１８がハウジング１１２の中に収容される後退位置まで注射器１
１４を付勢するように、フランジ１２４と、スリーブ１２０の、（不図示の）内径が減少
した領域との間で作用する。制動要素１２５が、フランジ１２４の前で、注射器キャリヤ
ー１２２と一体に形成されている。制動要素１２５は、形状が環状であり、熱可塑性エラ
ストマーのSantoprene（登録商標）から製作される。
【００１９】
　駆動装置は、圧縮駆動バネ１３０の形をとっている。駆動バネ１３０からの推進力は、
多構成の駆動装置により注射器１１４のピストンに伝達されて、注射器１１４をその後退
位置から延出位置まで前進させ、かつ針１１８を通して注射器の中身を放出する。駆動装
置は、注射器１１４およびその中身に直接作用することにより、この仕事を達成する。戻
しバネ１２６が完全に圧縮される（bottoms out）か、もしくは注射器本体１１６がその
運動を妨害する（不図示の）何らかの他の障害物に当たるまで、駆動要素１３４と注射器
本体１１６との間の静止摩擦は、当初は、駆動要素１３４および注射器本体１１６が共に
前進することを確実にする。
【００２０】
　駆動バネ１３０と注射器１１４との間の多構成の駆動装置は、３つの主要な構成要素か
ら成る。駆動スリーブ１３１が、駆動バネ１３０から推進力を受け、その推進力を第１の
駆動要素１３２に伝達する。この第１の駆動要素１３２は次に、既に述べた第２の駆動要
素１３４に推進力を伝達する。
【００２１】
　駆動要素１３２は、（不図示の）中空ステムを含み、その内腔は、通気孔と連絡してい
る収集チャンバを形成し、通気孔は、ステムの端部を通って収集チャンバから延びる。第
２の駆動要素１３４は、（不図示の）止まり穴（blind bore）を含み、この止まり穴は、
ステムを受容するように一端部において開いており、他方の端部において閉じている。こ
の穴およびステムは、流体貯蔵部を画定し、この流体貯蔵部の中に制動流体が入れられて
いる。
【００２２】
　トリガー１１３が、ハウジング１１２の一側面に設けられている。トリガー１１３は、
操作されると、駆動スリーブ１３１をハウジング１１２から切り離すのに役立ち、駆動バ
ネ１３０の影響下で、駆動スリーブ１３１がハウジング１１２に対して動くことを可能に
する。装置１１０の操作は以下のとおりである。
【００２３】
　初めに、駆動バネ１３０が駆動スリーブ１３１を動かし、駆動スリーブ１３１が、第１
の駆動要素１３２を動かし、第１の駆動要素１３２が第２の駆動要素１３４を動かす。第
２の駆動要素１３４は、動いて、静止摩擦、および注射器１１４の中身を通じて作用する
静水学的力によって、注射器本体１１６を、戻しバネ１２６の作用に対抗して動かす。注
射器本体１１６は、注射器キャリヤー１２２を動かし、このことにより、フランジ１２４
を介して戻しバネ１２６が圧縮される。針１１８は、ハウジング１１２の出口孔１２８か
ら出る。これは、戻しバネ１２６が完全に圧縮されるか、もしくは注射器本体１１６がそ
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の運動を妨害する（不図示の）何らかの他の障害物に当たるまで続く。
【００２４】
　戻しバネ１２６が完全に圧縮される時点で、制動要素１２５は、衝撃のエネルギーの一
部を吸収するように、スリーブ１２０と注射器キャリヤー１２２との間で、スリーブの、
内径が減少した領域、および注射器キャリヤーのフランジ１２４を介して、作用する。制
動要素１２５は、スリーブ１２０および注射器キャリヤー１２２が接触する際にスリーブ
１２０に対する注射器キャリヤー１２２の急な減速により生じる、駆動機構、特に第１の
駆動要素１３２への衝撃力の伝達を減少させる効果を有する。この特徴は、第１の駆動要
素１３２における最大荷重を減少させ、かつその第１の駆動要素１３２の破砕を防止する
ことにより、装置１１０の信頼性を改善する。制動要素１２５は、注射器キャリヤー１２
２のフランジ１２４がスリーブ１２０にぶつかる際の、装置１１０の操作中に生じる、使
用者を当惑させているかもしれないあらゆるノイズを減少させる、さらなる利点を与える
。制動要素１２５は、装置１１０を操作する際に使用者が受ける苦痛を軽減するのにも役
立つ。
【００２５】
　第２の駆動要素１３４と注射器本体１１６との間の静止摩擦、および注射器１１４の中
身を通じて作用する静水学的力は、駆動バネ１３０により発生される全駆動力に抵抗する
のに十分ではなく、よって、この時点で、第２の駆動要素１３４は、注射器本体１１６の
中で動き始め、注射器本体の中身が放出され始める。しかしながら、第２の駆動要素１３
４と注射器本体１１６との間の動的摩擦、ならびに、注射器１１４の中身を通じてそのと
き作用している静水学的力および水力学的力は、戻しバネ１２６をその圧縮状態に保持す
るのに十分であり、よって、針１１８は、延ばされたままとなる。
【００２６】
　第２の駆動要素１３４が注射器本体１１６の中でその移動の終わりに達する前に、よっ
て、注射器１１４の中身が完全に放出される前に、第１の駆動要素１３２および第２の駆
動要素１３４を結合する可撓性ラッチアームが、フランジ１２４を含む注射器キャリヤー
１２２の端部において、環状部分１５０により形成された、ハウジング１１２内の狭窄部
に到達する。この狭窄部は、可撓性ラッチアームがもはや第１の駆動要素１３２を第２の
駆動要素１３４に連結しないように、可撓性ラッチアームをある位置に動かす。いったん
このことが起こると、第１の駆動要素１３２はもはや第２の駆動要素１３４に作用せず、
第１の駆動要素１３２は、第２の駆動要素１３４に対して動くことができる。
【００２７】
　制動流体が、第１の駆動要素１３２の端部と第２の駆動要素１３４の止まり穴との間に
画定された貯蔵部の中に収容されているので、貯蔵部の容積は、第１の駆動要素１３２が
駆動バネ１３０により作用されるときに第１の駆動要素１３２が第２の駆動要素１３４に
対して動くと、減る傾向がある。貯蔵部がつぶれると、制動流体は、通気孔を通って収集
チャンバの中へ押し込まれる。したがって、いったん可撓性ラッチアームが解放されると
、駆動バネ１３０により及ぼされた力の一部は、制動流体に対して働きかけ、制動流体を
、通気孔により形成された狭窄部を通して流れさせ、残りの力は、この流体を通じて静水
学的に、かつ第１の駆動要素１３２と第２の駆動要素１３４との間の摩擦により、ゆえに
第２の駆動要素１３４を介して、働く。したがって、第２の駆動要素１３４は、注射器本
体１１６の中で動き続け、注射器１１４の中身は、放出され続ける。制動流体の流出に付
随する損失は、注射器本体１１６に作用する力を大きく減じることはない。したがって、
戻しバネ１２６は、圧縮されたままであり、針１１８は延ばされたままである。
【００２８】
　しばらくすると、第２の駆動要素１３４は注射器本体１１６の中でその移動を完了し、
それ以上進めなくなる。この時点で、注射器１１４の中身は完全に放出され、駆動バネ１
３０により及ぼされる力は、第２の駆動要素１３４をその末端位置に保持するために、か
つ通気孔を通して制動流体を流し続けるために、作用し、第１の駆動要素１３２が動き続
けることを可能にする。
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【００２９】
　流体の貯蔵部が空になる前に、駆動スリーブ１３１を第１の駆動要素１３２と結合する
可撓性ラッチアームは、ハウジング１１２の中の別の狭窄部に到達する。この狭窄部は、
可撓性ラッチアームがもはや駆動スリーブ１３１を第１の駆動要素１３２に連結しないよ
うに、可撓性ラッチアームを動かす。いったんこのことが起こると、駆動スリーブ１３１
はもはや第１の駆動要素１３２に作用せず、駆動スリーブ１３１および第１の駆動要素１
３２が互いに対して動くことを可能にする。この時点で、駆動バネ１３０により発生した
力は、もはや注射器１１４に伝達されていない。注射器１１４に作用する唯一の力は、フ
ランジ１２４および注射器キャリヤー１２２を介して、針１１８に最も近い注射器１１４
の端部１２３に作用する、戻しバネ１２６からの戻り力（return force）となる。したが
って、注射器１１４は、その後退位置に戻り、注入サイクルは完了する。
【００３０】
　図５は、本発明の第２の実施形態による、注入装置２１０の構成要素を示す。装置２１
０は、スリーブ２２０を含み、スリーブ２２０の中には、装置２１０の出口孔２２８の最
も近くに位置する注射器キャリヤーの第１の端部２２３と共成型された（co-moulded）制
動要素２２５を有する、注射器キャリヤー２２２が実質的に位置付けられている。スリー
ブ２２０の界面表面（interface surface）と注射器キャリヤー２２２の第１の端部２２
３との間の接触は、注射器２１４がその延出位置に到達すると、注射器２１４を拘束する
。制動要素２２５は、先に述べたのと同様に、衝撃力の第１の駆動要素２３２への伝達を
減少させるように、この時点でスリーブ２２０と注射器キャリヤー２２２との間で作用す
る。
【００３１】
　本発明は、単に例として前述されており、詳細の変更が本発明の範囲内で行われうるこ
とが当然理解されるであろう。
【００３２】
〔実施の態様〕
　（１）　注入装置において、
　放出ノズルを有する注射器を受容するように構成されたハウジングであって、前記注射
器は、前記放出ノズルが前記ハウジング内に収容される後退位置と、前記放出ノズルが出
口孔を通って前記ハウジングから延びる延出位置との間で移動可能となっている、ハウジ
ングと、
　前記注射器をその後退位置から延出位置まで前進させ、かつ前記放出ノズルを通して注
射器の中身を放出するように、前記注射器に作用する、駆動装置と、
　前記注射器と共に前進する第１の構成要素と、
　前記注射器がその延出位置に到達すると前記第１の構成要素の前進を抑制する、第２の
構成要素と、
　前記第１の構成要素と前記第２の構成要素との間で作用する、制動要素と、
　を含む、注入装置。
　（２）　実施態様１に記載の注入装置において、
　前記第２の構成要素の位置は、前記ハウジングに対して固定されている、注入装置。
　（３）　実施態様２に記載の注入装置において、
　前記第２の構成要素は、前記ハウジングと一体に形成されている、注入装置。
　（４）　実施態様１～３のいずれかに記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、前記注射器と前記第２の構成要素との間の界面となる、注入装
置。
　（５）　実施態様１～４のいずれかに記載の注入装置において、
　前記注射器は、前記第１の構成要素を前進させるように、前記第１の構成要素に作用す
る、注入装置。
【００３３】
　（６）　実施態様１～５のいずれかに記載の注入装置において、
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　前記第１の構成要素と前記第２の構成要素との相互作用は、前記注射器がその延出位置
を越えて前進することを抑制する、注入装置。
　（７）　実施態様１～６のいずれかに記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、外径を有する円筒部分を含み、前記第２の構成要素は、内径を
有する円筒部分を含み、
　前記第１の構成要素の前記円筒部分の前記外径は、前記第２の構成要素の前記円筒部分
の前記内径よりも小さい、注入装置。
　（８）　実施態様１～７のいずれかに記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、前記第２の構成要素の前記内径よりも大きな外径を備えた、フ
ランジをさらに含む、注入装置。
　（９）　実施態様８に記載の注入装置において、
　前記第２の構成要素は、前記注射器がその延出位置に到達する際に前記第１の構成要素
の前進を抑制するように、前記第１の構成要素の前記フランジと相互作用する、注入装置
。
　（１０）　実施態様９に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、前記第２の構成要素と前記第１の構成要素の前記フランジとの間に位
置付けられている、注入装置。
【００３４】
　（１１）　実施態様１～８のいずれかに記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、前記注射器の前記放出ノズルが通過する、第１の端部を有し、
　前記制動要素は、前記第１の端部に位置している、注入装置。
　（１２）　実施態様１～１１のいずれかに記載の注入装置において、
　前記制動要素は、前記第１の構成要素、もしくは前記第２の構成要素と一体に形成され
ている、注入装置。
　（１３）　実施態様１２に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、前記第１の構成要素と一体に形成されている、注入装置。
　（１４）　実施態様１～１３のいずれかに記載の注入装置において、
　前記制動要素は、形状が環状である、注入装置。
　（１５）　実施態様１～１４のいずれかに記載の注入装置において、
　前記制動要素は、熱可塑性エラストマーである、注入装置。
【００３５】
　（１６）　実施態様１５に記載の注入装置において、
　前記制動要素は、Santoprene（登録商標）、Evoprene（登録商標）、もしくはポリウレ
タンから選択される、注入装置。
　（１７）　実施態様１～１６のいずれかに記載の注入装置において、
　前記注射器をその延出位置から後退位置まで付勢する手段、
　をさらに含む、注入装置。
　（１８）　実施態様１７に記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、前記注射器を付勢する前記手段を支える支持体を含む、注入装
置。
　（１９）　実施態様１８に記載の注入装置において、
　前記注射器を付勢する前記手段は、前記第２の構成要素と前記第１の構成要素の前記フ
ランジとの間で作用する、注入装置。
　（２０）　実施態様１９に記載の注入装置において、
　前記第２の構成要素は、前記付勢する手段により作用される、内径が減少した領域を有
する、注入装置。
【００３６】
　（２１）　実施態様１～２０のいずれかに記載の注入装置において、
　前記第１の構成要素は、注射器キャリヤーである、注入装置。
　（２２）　実施態様２１に記載の注入装置において、
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　前記第２の構成要素は、前記注射器キャリヤーを実質的に囲む、スリーブである、注入
装置。
　（２３）　注入装置において、
　実質的に、添付の図面を参照して述べられ、かつ前記添付の図面に示されたもののよう
な、注入装置。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】図１は、本発明による注入装置の斜視図を示す。
【図２】図２は、注入装置のハウジングが取り外された、図１の注入装置の側面図を示す
。
【図３】図３は、さらに構成要素が取り外された、図１の注入装置の側面図を示す。
【図４】図４は、図１の注入装置のスリーブ、戻しバネ、注射器キャリヤー、および制動
要素の側面図を示す。
【図５】図５は、本発明の別の注入装置のスリーブ、戻しバネ、注射器キャリヤー、およ
び制動要素の側面図を示す。

【図１】 【図２】
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【図５】
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